
フローサイト対応
マウスCD4+T細胞の分離

Dynabeads FlowCompTM Mouse CD4
フローサイトメトリー解析に対応

酸化鉄やデキストランなどの外来免疫原との接触なし

高純度、高回収率

→

→

→

Dynabeads FlowComp Mouse CD4はポジティブセレクションの磁気

分離によりCD4+T細胞を単離する非常に簡便なフローサイト対応の

キットです。Dynabeads FlowComp Mouse CD4を使用することで簡単

にviabilityの高いビーズフリーのCD4+T細胞を単離することができま

す。ビーズフリーのCD4+T細胞はその後のあらゆるセルベースアッ

セイに使用可能です。また、このキットで使用されているDynabeads 

technologyは細胞に対して不活性であり、悪影響を与える可能性の

ある生分解性パーティクルや酸化鉄、デキストランなどの外来の免

疫源物質と細胞が接触するリスクもありません。さらに細胞が高密

度カラムを通る際のストレスにさらされることもありません。

Dynabeads FlowComp Mouse CD4はストレスを与えることなくCD4+

マウスT細胞を分離することが可能です。この方法ではCD4+T細胞

が高い純度とviabilityで得られるため（Fig.1）、実験結果に対する信

頼度が増加します。さらに、実験にかかる時間やコストを節約するこ

とが可能です。

高い純度とviability、少ないストレス

Fig.1-Dynabeads FlowComp Mouse CD4を使用して分離した非常に純

度とviabilityの高いマウスCD4+T細胞

この方法で得られる純度とviabilityはそれぞれ97%と86%であり、カラム

ベースの分離法で得られる結果に比べて有意に高い値を示している

R

カラム法を用いたマウスCD4+T細胞の分離

Dynabeads FlowComp Mouse CD4を用いた

マウスCD4+T細胞の分離
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Fig.3-分離後のマウスCD4+T細胞フラクション中のコンタミネーションの割合

細胞分離後の各細胞ポピュレーションをDynabeads FlowCompとカラムベースの分離法とで比較解析し

たところ、カラムベースの分離法ではB細胞のコンタミネーションが多く見受けられた。

Fig.2-分離後のマウス脾臓デブリの比較

細胞分離後の細胞懸濁液をDynabeads FlowCompを使用した場合とカラムベースの分離法を使用した場合と

で比較。カラムベースの分離法ではマウス脾臓からのデブリがカラムにつまってしまい効率的に除去すること

ができていない。Dynabeada FlowCompではカラムを使用しないためデブリもきれいに取り除くことが可能。

他社カラム法

不要な組織片の混入不要な組織片の混入

コードNo. 品名 処理可能細胞数 純度 回収率
DB11361 Dynabeads FlowComp Human CD4 2x109 cells 99% 86%

DB11362 Dynabeads FlowComp Human CD8 2x109 cells >95% 80%

DB11461 Dynabeads FlowComp Mouse CD4 2x109 cells 97% 83%

DB11462 Dynabeads FlowComp Mouse CD8 2x109 cells >90% 62%


